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次 第 

１．開会挨拶（13:00） 

一般社団法人日本有機資源協会 会長 牛久保 明邦 

２．来賓挨拶（13:05） 

   農林水産省 食料産業局 バイオマス循環資源課長 川野 豊 氏 

３．講演・事例報告（13:10） 

講演１（13:10） 

「バイオマス事業における課題と対策 ～下水道事業からの提言～」 

日本大学 生産工学部 土木工学科 教授 森田 弘昭 氏 

（バイオマス活用推進専門家会議  委員） 

講演２（13:40） 

「バイオマス発電事業におけるファイナンスのポイント」 

三井住友ファイナンス＆リース株式会社 環境エネルギー事業本部 

 環境エネルギー開発部 部長 浅井 淳史 氏 

事例報告１（14:10）：バイオガス部門 

「愛知県大府市の取組み」 

愛知県 大府市 市民協働部 環境課 課長 久野 幸裕 氏 

事例報告２（14:30）：木質バイオマス部門 

「エネルギーの地産地活が、地域を成す。」 

群馬県 上野村 村長 黒澤 八郎 氏 

＝ 休憩（14:50～15:05） ＝ 

４．パネルディスカッション（15:05） 

「バイオマス事業の課題と今後の展望」 

コーディネーター           北海道興部町 町長 硲 一寿 氏 

バイオマス産業都市連絡協議会 会長 、 

バイオマス活用推進専門家会議 委員 ） 

パネリスト 

・岡山県真庭市 市長                    太田 昇 氏 

 （バイオマス産業都市連絡協議会 副会長） 

・日本大学 生産工学部 土木工学科 教授            森田 弘昭 氏 

・三井住友ファイナンス＆リース株式会社 環境エネルギー事業本部 

 環境エネルギー開発部 部長 浅井 淳史 氏 

・愛知県 大府市 市民協働部 環境課 課長           久野 幸裕 氏 

・群馬県 上野村 村長                    黒澤 八郎 氏 

５．閉会（16:00） 
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講演１ 

「 バイオマス事業における課題と対策 

 ～下水道事業からの提言～ 」 

 

 

日本大学 生産工学部 土木工学科  

教授 森田 弘昭 氏 
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平成平成平成平成30303030年年年年2222月月月月6 6 6 6 日日日日

バイオマス産業都市推進シンポジウムバイオマス産業都市推進シンポジウムバイオマス産業都市推進シンポジウムバイオマス産業都市推進シンポジウム

バイオマス事業における課題と対策バイオマス事業における課題と対策バイオマス事業における課題と対策バイオマス事業における課題と対策

～下水道事業からの提言～

日本大学日本大学日本大学日本大学 生産工学部土木工学科生産工学部土木工学科生産工学部土木工学科生産工学部土木工学科

教授教授教授教授 森森森森 田田田田 弘弘弘弘 昭昭昭昭

1983：建設省入省：建設省入省：建設省入省：建設省入省 土木研究所水質研究室土木研究所水質研究室土木研究所水質研究室土木研究所水質研究室 研究員研究員研究員研究員

⇒⇒⇒⇒下水汚泥のセメント原燃料化下水汚泥のセメント原燃料化下水汚泥のセメント原燃料化下水汚泥のセメント原燃料化

1995：本省公共下水道課：本省公共下水道課：本省公共下水道課：本省公共下水道課 課長補佐課長補佐課長補佐課長補佐

⇒⇒⇒⇒汚水行政の縦割り問題汚水行政の縦割り問題汚水行政の縦割り問題汚水行政の縦割り問題

1999：土木研究所：土木研究所：土木研究所：土木研究所 汚泥研究室長＋下水道研究室長汚泥研究室長＋下水道研究室長汚泥研究室長＋下水道研究室長汚泥研究室長＋下水道研究室長

⇒⇒⇒⇒ディスポーザー社会実験ディスポーザー社会実験ディスポーザー社会実験ディスポーザー社会実験

2006：熊本市：熊本市：熊本市：熊本市 副市長副市長副市長副市長

⇒⇒⇒⇒まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり、経済、、経済、、経済、、経済、ごみごみごみごみ、教育、、教育、、教育、、教育、環境環境環境環境、交通、、交通、、交通、、交通、福祉福祉福祉福祉・・・・・・・・・・・・

2015：日本大学：日本大学：日本大学：日本大学 生産工学部土木工学科生産工学部土木工学科生産工学部土木工学科生産工学部土木工学科 教授教授教授教授

⇒⇒⇒⇒バイオマス基本計画、地域バイオマス利活用バイオマス基本計画、地域バイオマス利活用バイオマス基本計画、地域バイオマス利活用バイオマス基本計画、地域バイオマス利活用

マニュアル、下水汚泥エネルギーガイドライン・・・・・マニュアル、下水汚泥エネルギーガイドライン・・・・・マニュアル、下水汚泥エネルギーガイドライン・・・・・マニュアル、下水汚泥エネルギーガイドライン・・・・・

自己紹介自己紹介自己紹介自己紹介
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振り返れば未来振り返れば未来振り返れば未来振り返れば未来

⇒⇒⇒⇒未来を読み取るのに未来を読み取るのに未来を読み取るのに未来を読み取るのに
歴史を辿るのも重要です歴史を辿るのも重要です歴史を辿るのも重要です歴史を辿るのも重要です

木村尚三郎先生：西洋史（木村尚三郎先生：西洋史（木村尚三郎先生：西洋史（木村尚三郎先生：西洋史（1930~2006））））
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背景背景背景背景

奈良県奈良県奈良県奈良県
＊埋立処分が極めて不安定だった＊埋立処分が極めて不安定だった＊埋立処分が極めて不安定だった＊埋立処分が極めて不安定だった
＊農業利用は否定されていた＊農業利用は否定されていた＊農業利用は否定されていた＊農業利用は否定されていた
＊焼却炉の建設が出来なかった＊焼却炉の建設が出来なかった＊焼却炉の建設が出来なかった＊焼却炉の建設が出来なかった

セメント会社セメント会社セメント会社セメント会社
＊セメント需要量の減少を予見＊セメント需要量の減少を予見＊セメント需要量の減少を予見＊セメント需要量の減少を予見
＊温室効果ガス大量排出企業であることを危惧＊温室効果ガス大量排出企業であることを危惧＊温室効果ガス大量排出企業であることを危惧＊温室効果ガス大量排出企業であることを危惧
＊不法投棄された廃タイヤの焼却処分の経験＊不法投棄された廃タイヤの焼却処分の経験＊不法投棄された廃タイヤの焼却処分の経験＊不法投棄された廃タイヤの焼却処分の経験

セメントプロジェクトのメリットセメントプロジェクトのメリットセメントプロジェクトのメリットセメントプロジェクトのメリット

下水道下水道下水道下水道
（（（（1）下水汚泥の全量有効利用）下水汚泥の全量有効利用）下水汚泥の全量有効利用）下水汚泥の全量有効利用

無機分は砂として有機分は燃料として利用無機分は砂として有機分は燃料として利用無機分は砂として有機分は燃料として利用無機分は砂として有機分は燃料として利用
（（（（2）有効利用先の開拓不要）有効利用先の開拓不要）有効利用先の開拓不要）有効利用先の開拓不要

セメント市場は確立しているセメント市場は確立しているセメント市場は確立しているセメント市場は確立している
（（（（3）有効利用先として長期安定）有効利用先として長期安定）有効利用先として長期安定）有効利用先として長期安定

セメント会社セメント会社セメント会社セメント会社
（（（（4）社会貢献のアピール）社会貢献のアピール）社会貢献のアピール）社会貢献のアピール
（（（（5）極めて信頼度の高い顧客の確保）極めて信頼度の高い顧客の確保）極めて信頼度の高い顧客の確保）極めて信頼度の高い顧客の確保
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下水汚泥リサイクルの推移下水汚泥リサイクルの推移下水汚泥リサイクルの推移下水汚泥リサイクルの推移

出典：国土交通省HP

緑農地緑農地緑農地緑農地
15%

セメントセメントセメントセメント
39%

その他有効利その他有効利その他有効利その他有効利

用用用用
24%

埋立等埋立等埋立等埋立等
22%

下水汚泥の有効利用の変遷下水汚泥の有効利用の変遷下水汚泥の有効利用の変遷下水汚泥の有効利用の変遷
緑農地

セメント

その他有効利用

埋立等

緑農地緑農地緑農地緑農地
13%

その他有効その他有効その他有効その他有効

利用利用利用利用
17%

埋立等埋立等埋立等埋立等
70%

緑農地緑農地緑農地緑農地
15%

セメントセメントセメントセメント
23%

その他有効その他有効その他有効その他有効

利用利用利用利用
17%

埋立等埋立等埋立等埋立等
45%

2010年

2011年1995年
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セメントプロジェクトの反省セメントプロジェクトの反省セメントプロジェクトの反省セメントプロジェクトの反省

＊放射能汚染という予見できなかった事故により大き＊放射能汚染という予見できなかった事故により大き＊放射能汚染という予見できなかった事故により大き＊放射能汚染という予見できなかった事故により大き
な打撃を受けたな打撃を受けたな打撃を受けたな打撃を受けた

＊一方で、下水汚泥の緑農地利用への影響は軽微＊一方で、下水汚泥の緑農地利用への影響は軽微＊一方で、下水汚泥の緑農地利用への影響は軽微＊一方で、下水汚泥の緑農地利用への影響は軽微

⇒⇒⇒⇒長年の利用実績に基づく信頼があった長年の利用実績に基づく信頼があった長年の利用実績に基づく信頼があった長年の利用実績に基づく信頼があった

＊バイオマス活用にはリスク分散と長年の実績が必要＊バイオマス活用にはリスク分散と長年の実績が必要＊バイオマス活用にはリスク分散と長年の実績が必要＊バイオマス活用にはリスク分散と長年の実績が必要
＊最初の一歩を踏み出したら歩き続ける＊最初の一歩を踏み出したら歩き続ける＊最初の一歩を踏み出したら歩き続ける＊最初の一歩を踏み出したら歩き続ける

MICS事業事業事業事業
平成平成平成平成7～～～～9年度年度年度年度
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 大蔵省・建設省大蔵省・建設省大蔵省・建設省大蔵省・建設省

⇒⇒⇒⇒全汚水処理事業の効率化のために共同処理を推進全汚水処理事業の効率化のために共同処理を推進全汚水処理事業の効率化のために共同処理を推進全汚水処理事業の効率化のために共同処理を推進

すべきすべきすべきすべき

⇒⇒⇒⇒平成平成平成平成6年年年年12月月月月ににににMICS事業の創設事業の創設事業の創設事業の創設

 農林水産省農林水産省農林水産省農林水産省

⇒⇒⇒⇒農排事業の農村内資源循環理念に反する農排事業の農村内資源循環理念に反する農排事業の農村内資源循環理念に反する農排事業の農村内資源循環理念に反する

⇒⇒⇒⇒建設省が農排事業の汚泥を処理する法的根拠は？建設省が農排事業の汚泥を処理する法的根拠は？建設省が農排事業の汚泥を処理する法的根拠は？建設省が農排事業の汚泥を処理する法的根拠は？

 厚生省厚生省厚生省厚生省

⇒⇒⇒⇒一般廃棄物を下水道事業で処理する法的根拠は？一般廃棄物を下水道事業で処理する法的根拠は？一般廃棄物を下水道事業で処理する法的根拠は？一般廃棄物を下水道事業で処理する法的根拠は？

結果的に結果的に結果的に結果的に

⇒⇒⇒⇒2省が省が省が省がMICSを承認したのはを承認したのはを承認したのはを承認したのは平成平成平成平成7年年年年12月月月月

⇒⇒⇒⇒MICSは、自然消滅すると危惧していたは、自然消滅すると危惧していたは、自然消滅すると危惧していたは、自然消滅すると危惧していた

⇒⇒⇒⇒平成平成平成平成28年年年年3月末：月末：月末：月末：34道府県道府県道府県道府県 116ヵ所で実施ヵ所で実施ヵ所で実施ヵ所で実施

MICS事業の推進事業の推進事業の推進事業の推進

自治体財政の悪化自治体財政の悪化自治体財政の悪化自治体財政の悪化 汚水処理施設汚水処理施設汚水処理施設汚水処理施設
の概成の概成の概成の概成

地球温暖化対策地球温暖化対策地球温暖化対策地球温暖化対策

行政のスリム化行政のスリム化行政のスリム化行政のスリム化 効率的な維持管理効率的な維持管理効率的な維持管理効率的な維持管理省・創エネルギー省・創エネルギー省・創エネルギー省・創エネルギー

バイオマス事業の展望バイオマス事業の展望バイオマス事業の展望バイオマス事業の展望

⇒⇒⇒⇒経済的に有利なバイオマス事業は推進する経済的に有利なバイオマス事業は推進する経済的に有利なバイオマス事業は推進する経済的に有利なバイオマス事業は推進する
8



供用開始供用開始供用開始供用開始 実施個所実施個所実施個所実施個所 処理場名処理場名処理場名処理場名 受け入れ地域バイオマス受け入れ地域バイオマス受け入れ地域バイオマス受け入れ地域バイオマス

平成平成平成平成29292929年度年度年度年度
石川県石川県石川県石川県

中能登町中能登町中能登町中能登町
鹿島中部クリーンセンター鹿島中部クリーンセンター鹿島中部クリーンセンター鹿島中部クリーンセンター

し尿、浄化槽汚泥、農業集落排水し尿、浄化槽汚泥、農業集落排水し尿、浄化槽汚泥、農業集落排水し尿、浄化槽汚泥、農業集落排水
汚泥、事業系生ごみ汚泥、事業系生ごみ汚泥、事業系生ごみ汚泥、事業系生ごみ

平成平成平成平成29292929年度年度年度年度
愛知県愛知県愛知県愛知県
豊橋市豊橋市豊橋市豊橋市

中島処理場中島処理場中島処理場中島処理場 し尿、浄化槽汚泥、生ごみし尿、浄化槽汚泥、生ごみし尿、浄化槽汚泥、生ごみし尿、浄化槽汚泥、生ごみ

平成平成平成平成27272727年度年度年度年度
新潟県新潟県新潟県新潟県
新潟市新潟市新潟市新潟市

中部下水処理場中部下水処理場中部下水処理場中部下水処理場 刈草刈草刈草刈草

平成平成平成平成25252525年度年度年度年度
北海道北海道北海道北海道
恵庭市恵庭市恵庭市恵庭市

恵庭下水終末処理場恵庭下水終末処理場恵庭下水終末処理場恵庭下水終末処理場
家庭系生ごみ、家庭系生ごみ、家庭系生ごみ、家庭系生ごみ、
し尿、浄化槽汚泥し尿、浄化槽汚泥し尿、浄化槽汚泥し尿、浄化槽汚泥

平成平成平成平成23232323年度年度年度年度
富山県富山県富山県富山県
黒部市黒部市黒部市黒部市

黒部浄化センター黒部浄化センター黒部浄化センター黒部浄化センター
浄化槽汚泥、農業集落排水浄化槽汚泥、農業集落排水浄化槽汚泥、農業集落排水浄化槽汚泥、農業集落排水汚泥汚泥汚泥汚泥
コーヒー粕、生ごみコーヒー粕、生ごみコーヒー粕、生ごみコーヒー粕、生ごみ

平成平成平成平成23232323年度年度年度年度
北海道北海道北海道北海道

北広島市北広島市北広島市北広島市
北広島市下水処理センター北広島市下水処理センター北広島市下水処理センター北広島市下水処理センター

し尿、浄化槽汚泥、し尿、浄化槽汚泥、し尿、浄化槽汚泥、し尿、浄化槽汚泥、
家庭系・事業系生ごみ家庭系・事業系生ごみ家庭系・事業系生ごみ家庭系・事業系生ごみ

平成平成平成平成23232323年度年度年度年度
(B(B(B(B----DASH)DASH)DASH)DASH)

兵庫県兵庫県兵庫県兵庫県
神戸市神戸市神戸市神戸市

東灘処理場東灘処理場東灘処理場東灘処理場 木木木木くず、くず、くず、くず、事業系食品廃棄物事業系食品廃棄物事業系食品廃棄物事業系食品廃棄物

平成平成平成平成19191919年度年度年度年度
石川県石川県石川県石川県
珠洲市珠洲市珠洲市珠洲市

珠洲市浄化センター珠洲市浄化センター珠洲市浄化センター珠洲市浄化センター
浄化槽汚泥、農業集落排水浄化槽汚泥、農業集落排水浄化槽汚泥、農業集落排水浄化槽汚泥、農業集落排水汚泥汚泥汚泥汚泥
し尿、し尿、し尿、し尿、事業系食品廃棄物事業系食品廃棄物事業系食品廃棄物事業系食品廃棄物

下水処理場における地域バイオマスの受入れの事例下水処理場における地域バイオマスの受入れの事例下水処理場における地域バイオマスの受入れの事例下水処理場における地域バイオマスの受入れの事例

バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ーに
有
効
利
用

平
成
29
年
供
用
開
始

イ
ン
フ
ラ

下⽔汚泥
＋

し尿・
浄化槽汚泥
農集排汚泥

＋
生ごみ

メ
タン
発酵
＋

炭化

下⽔汚泥

し尿・
浄化槽汚泥
農集排汚泥

生ごみ
112m3/日

59ｔ/日
※バイオマスの量は固形物量が最⼤となる
⾒込の年度におけるそれぞれの⽇平均値

中島処理場︓294m3/日
その他処理場︓66ｍ3/日

肥料

建設
資材
等

乾燥

焼却

これまで別々に
処理していた
地域のバイオマ
スを集約︕

スケールメリット
を活かし、

効率的にｴﾈﾙｷﾞｰ化︕

ＰＦＩ手法による
整備を実施

エネルギー
電⼒

炭化燃料温室効果ガス（CO2）

10千ｔ/年

5.5千ｔ/年

削減

約1,890世帯分/年の
電⼒を売電

生
成

下水道施設のエネルギー拠点化下水道施設のエネルギー拠点化下水道施設のエネルギー拠点化下水道施設のエネルギー拠点化
～共同化、官民連携、広域化～～共同化、官民連携、広域化～～共同化、官民連携、広域化～～共同化、官民連携、広域化～

⺠間のノウハウを
導入し、より

効率的な事業運営
の実施

＠愛知県豊橋市中島処理場＠愛知県豊橋市中島処理場＠愛知県豊橋市中島処理場＠愛知県豊橋市中島処理場
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北海道歌登町北海道歌登町北海道歌登町北海道歌登町
（現枝幸町）（現枝幸町）（現枝幸町）（現枝幸町）

ディスポーザー導入社会実験ディスポーザー導入社会実験ディスポーザー導入社会実験ディスポーザー導入社会実験

平成平成平成平成12~15年度年度年度年度
＋＋＋＋23~25年度年度年度年度

（追跡調査）（追跡調査）（追跡調査）（追跡調査）

・人口 2459人
・処理区域内人口 1931人
・下水道接続人口 1798人

ディスポーザーを町内の一般家庭を中心に301
箇所（下水道接続世帯の36.5%に相当）に設置。

下水道システムへの影響、ごみ収集・処理システ
ムへの影響、町民生活への影響、社会経済への
影響、環境への影響を調査。

下水道施設
・排除方式 分流式
・処理方式 ＯＤ法

ディスポーザーディスポーザーディスポーザーディスポーザー

〇燃えるゴミの日に〇燃えるゴミの日に〇燃えるゴミの日に〇燃えるゴミの日に
ゴミ置き場に（週ゴミ置き場に（週ゴミ置き場に（週ゴミ置き場に（週2回）回）回）回）

〇それまでは〇それまでは〇それまでは〇それまでは
家の中に保管家の中に保管家の中に保管家の中に保管

〇悪臭やカラス〇悪臭やカラス〇悪臭やカラス〇悪臭やカラス
猫による被害猫による被害猫による被害猫による被害

下水処理場下水処理場下水処理場下水処理場

ディスポーザーとはディスポーザーとはディスポーザーとはディスポーザーとは
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流
入

水
中

濃
度

下水処理場の流入水質の経年変化下水処理場の流入水質の経年変化下水処理場の流入水質の経年変化下水処理場の流入水質の経年変化

17

結果結果結果結果

⇒⇒⇒⇒下水道にもゴミにも悪影響は無かった下水道にもゴミにも悪影響は無かった下水道にもゴミにも悪影響は無かった下水道にもゴミにも悪影響は無かった
⇒⇒⇒⇒利用者は喜んだ！利用者は喜んだ！利用者は喜んだ！利用者は喜んだ！
⇒⇒⇒⇒国交省は平成国交省は平成国交省は平成国交省は平成17年に年に年に年にDPの手引きを発刊の手引きを発刊の手引きを発刊の手引きを発刊

平成平成平成平成18～～～～20年度年度年度年度

背景背景背景背景

⇒⇒⇒⇒市の廃棄物埋立処分地の逼迫市の廃棄物埋立処分地の逼迫市の廃棄物埋立処分地の逼迫市の廃棄物埋立処分地の逼迫
⇒⇒⇒⇒下水汚泥リサイクルプロジェクトの相次ぐ挫折下水汚泥リサイクルプロジェクトの相次ぐ挫折下水汚泥リサイクルプロジェクトの相次ぐ挫折下水汚泥リサイクルプロジェクトの相次ぐ挫折
⇒⇒⇒⇒リサイクル率ゼロ％リサイクル率ゼロ％リサイクル率ゼロ％リサイクル率ゼロ％
⇒⇒⇒⇒政令市への胎動政令市への胎動政令市への胎動政令市への胎動

下水汚泥の炭化プロジェクト（熊本市）下水汚泥の炭化プロジェクト（熊本市）下水汚泥の炭化プロジェクト（熊本市）下水汚泥の炭化プロジェクト（熊本市）
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平成２０年１１月７日平成２０年１１月７日平成２０年１１月７日平成２０年１１月７日
熊日（朝刊）熊日（朝刊）熊日（朝刊）熊日（朝刊）

19

合意形成：市民、議会、市役所、企業合意形成：市民、議会、市役所、企業合意形成：市民、議会、市役所、企業合意形成：市民、議会、市役所、企業

＜検討結果＞＜検討結果＞＜検討結果＞＜検討結果＞

苓北石炭火力発電所苓北石炭火力発電所苓北石炭火力発電所苓北石炭火力発電所 （１４０万ｋＷ）（１４０万ｋＷ）（１４０万ｋＷ）（１４０万ｋＷ）

石炭消費量石炭消費量石炭消費量石炭消費量 ２８０万ﾄﾝ／年２８０万ﾄﾝ／年２８０万ﾄﾝ／年２８０万ﾄﾝ／年

熊本市の下水汚泥燃料熊本市の下水汚泥燃料熊本市の下水汚泥燃料熊本市の下水汚泥燃料 ０．６万ﾄﾝ／年０．６万ﾄﾝ／年０．６万ﾄﾝ／年０．６万ﾄﾝ／年

⇒⇒⇒⇒十分に受け入れ可能！十分に受け入れ可能！十分に受け入れ可能！十分に受け入れ可能！

⇒⇒⇒⇒九州初の試み九州初の試み九州初の試み九州初の試み

市場調査市場調査市場調査市場調査
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結果

（１）処理方法（１）処理方法（１）処理方法（１）処理方法 低温炭化方式低温炭化方式低温炭化方式低温炭化方式
（２）規模（２）規模（２）規模（２）規模 50t50t50t50t---- wet/wet/wet/wet/日日日日××××基基基基
（３）燃料化物量（３）燃料化物量（３）燃料化物量（３）燃料化物量 約約約約2,300t/2,300t/2,300t/2,300t/年年年年
（４）事業期間（４）事業期間（４）事業期間（４）事業期間

設計・施工設計・施工設計・施工設計・施工 平成平成平成平成23232323年年年年3333月～月～月～月～25252525年年年年3333月月月月
管理・運営管理・運営管理・運営管理・運営 平成平成平成平成25252525年年年年4444月～月～月～月～45454545年年年年3333月月月月

結果と考察結果と考察結果と考察結果と考察

⇒⇒⇒⇒技術と経済性技術と経済性技術と経済性技術と経済性
⇒⇒⇒⇒市場調査市場調査市場調査市場調査
⇒⇒⇒⇒市民などへの市民などへの市民などへの市民などへのPR
⇒⇒⇒⇒担当者の熱意担当者の熱意担当者の熱意担当者の熱意

考察

バイオマス活用推進基本計画バイオマス活用推進基本計画バイオマス活用推進基本計画バイオマス活用推進基本計画

平成平成平成平成21212121年年年年 6666月月月月12121212日日日日 バイオマス活用推進基本法バイオマス活用推進基本法バイオマス活用推進基本法バイオマス活用推進基本法 制定制定制定制定
平成平成平成平成22222222年年年年12121212月月月月17171717日日日日 活用推進基本計画活用推進基本計画活用推進基本計画活用推進基本計画 閣議決定閣議決定閣議決定閣議決定

平成平成平成平成23232323年年年年 3333月月月月11111111日日日日 東日本大震災東日本大震災東日本大震災東日本大震災
⇒⇒⇒⇒自立・分散型エネルギー供給体制自立・分散型エネルギー供給体制自立・分散型エネルギー供給体制自立・分散型エネルギー供給体制

平成平成平成平成24242424年年年年 7777月月月月 1111日日日日 固定価格買取制度固定価格買取制度固定価格買取制度固定価格買取制度
⇒⇒⇒⇒太陽光・バイオマス発電の拡大太陽光・バイオマス発電の拡大太陽光・バイオマス発電の拡大太陽光・バイオマス発電の拡大

平成平成平成平成27272727年年年年 7777月月月月17171717日日日日 活用推進専門家会議活用推進専門家会議活用推進専門家会議活用推進専門家会議 設置設置設置設置
平成平成平成平成28282828年年年年 9999月月月月16161616日日日日 同基本計画の変更同基本計画の変更同基本計画の変更同基本計画の変更 閣議決定閣議決定閣議決定閣議決定
平成平成平成平成29292929年年年年 4444月月月月21212121日日日日 「バイオマス利用技術の現状と「バイオマス利用技術の現状と「バイオマス利用技術の現状と「バイオマス利用技術の現状と

ロードマップについて」の公表ロードマップについて」の公表ロードマップについて」の公表ロードマップについて」の公表
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 本基本計画によって本基本計画によって本基本計画によって本基本計画によって9分野のバイオマス利用の全貌が把分野のバイオマス利用の全貌が把分野のバイオマス利用の全貌が把分野のバイオマス利用の全貌が把
握できる握できる握できる握できる

 本計画は、経済性について重視するとともに具体的な試本計画は、経済性について重視するとともに具体的な試本計画は、経済性について重視するとともに具体的な試本計画は、経済性について重視するとともに具体的な試
算例を紹介している算例を紹介している算例を紹介している算例を紹介している

 バイオマスの熱利用について導入を誘導しているバイオマスの熱利用について導入を誘導しているバイオマスの熱利用について導入を誘導しているバイオマスの熱利用について導入を誘導している

 現実的な目標の設定を行っている現実的な目標の設定を行っている現実的な目標の設定を行っている現実的な目標の設定を行っている

 具体的な施策に結びついている具体的な施策に結びついている具体的な施策に結びついている具体的な施策に結びついている

 現実的に利用が進まない分野も議論をフォローすると検現実的に利用が進まない分野も議論をフォローすると検現実的に利用が進まない分野も議論をフォローすると検現実的に利用が進まない分野も議論をフォローすると検
討事項が把握できる討事項が把握できる討事項が把握できる討事項が把握できる

新たなバイオマス基本計画から分かること新たなバイオマス基本計画から分かること新たなバイオマス基本計画から分かること新たなバイオマス基本計画から分かること

全体目標設定に関する議論全体目標設定に関する議論全体目標設定に関する議論全体目標設定に関する議論

背景背景背景背景
・前計画では、・前計画では、・前計画では、・前計画では、2,600万炭素トン万炭素トン万炭素トン万炭素トン
・バイオマスの発生量は減る傾向・バイオマスの発生量は減る傾向・バイオマスの発生量は減る傾向・バイオマスの発生量は減る傾向

議論議論議論議論
・発生量の推移などのデータに基づく必要・発生量の推移などのデータに基づく必要・発生量の推移などのデータに基づく必要・発生量の推移などのデータに基づく必要
・そもそもバイオマスの総量は？・そもそもバイオマスの総量は？・そもそもバイオマスの総量は？・そもそもバイオマスの総量は？
・期間をどう設定するか？・期間をどう設定するか？・期間をどう設定するか？・期間をどう設定するか？

結論結論結論結論
・・・・2,600万炭素トンを万炭素トンを万炭素トンを万炭素トンを2025年に達成する年に達成する年に達成する年に達成する
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バイオマスの賦存量と利用量 （炭素量換算値）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

（約3,200）
（約

3,100）

約3,400
約3,300

（利用目標：2,600）

（賦存量：3,300～3,400）

（利用量：概ね2,300）
（利用率：67～69％）

現在の賦存量
で

種別の目標率
が

達成されたと
仮定した場合
（約2,600弱）

★
★

種別の目標率が
達成された場合
（約2,400強）

★
種別の目標率が
達成された場合
（約2,300強）

バイオマスのバイオマスのバイオマスのバイオマスの賦存量賦存量賦存量賦存量とととと利用量利用量利用量利用量 （（（（近似式近似式近似式近似式によるによるによるによる予測予測予測予測）））） （ 単位：万炭素ｔ ）

○ 将来のバイオマスの賦存量は、実績値を基に線形近似によ
って推定したものであり、精度の高い動向予測は困難。

○ このため、利用量に係る全体の目標値については、過度に萎
縮した数値にならないよう、現時点の賦存量において種別の
目標率が達成された場合の利用量に概ね相当する現基本計
画の約2,600万炭素トンという数値をそのまま適用することとし
てはどうか。

出典：農林水産省HP

分野別目標設定に関する議論分野別目標設定に関する議論分野別目標設定に関する議論分野別目標設定に関する議論

前提条件前提条件前提条件前提条件
・・・・9分野のバイオマスの発生量に対して利用する割合で設定分野のバイオマスの発生量に対して利用する割合で設定分野のバイオマスの発生量に対して利用する割合で設定分野のバイオマスの発生量に対して利用する割合で設定
・発生量は、乾重と湿重が混在・発生量は、乾重と湿重が混在・発生量は、乾重と湿重が混在・発生量は、乾重と湿重が混在

議論議論議論議論
・発生量と利用量を炭素ベースで統一すべき・発生量と利用量を炭素ベースで統一すべき・発生量と利用量を炭素ベースで統一すべき・発生量と利用量を炭素ベースで統一すべき
・利用率の低い・利用率の低い・利用率の低い・利用率の低い3分野（食品、非食用部、間伐材）を分析する分野（食品、非食用部、間伐材）を分析する分野（食品、非食用部、間伐材）を分析する分野（食品、非食用部、間伐材）を分析する
・未利用量の絶対値の大きい分野（紙）も分析すべき・未利用量の絶対値の大きい分野（紙）も分析すべき・未利用量の絶対値の大きい分野（紙）も分析すべき・未利用量の絶対値の大きい分野（紙）も分析すべき
・対策の実現性（経済性）について分析すべき・対策の実現性（経済性）について分析すべき・対策の実現性（経済性）について分析すべき・対策の実現性（経済性）について分析すべき

結論結論結論結論
・前計画の目標値をほぼ踏襲・前計画の目標値をほぼ踏襲・前計画の目標値をほぼ踏襲・前計画の目標値をほぼ踏襲
・製材工場残材のみ２％アップ・製材工場残材のみ２％アップ・製材工場残材のみ２％アップ・製材工場残材のみ２％アップ
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出典：農林水産省HP

２．目標達成率の低い取組の現状 （食品廃棄物の利用率）

○ 食品廃棄物は事業系と家庭系がほぼ半々。事業系の食品廃棄物等の約８割は食品製造業が占めており、
再生利用等実施率も約95％と高い。一方で、食品流通の川下になるほど分別が難しくなり、再生利用等実施
率が低下。

○ 食品循環資源の再生利用等の促進に関する基本方針（平成27年7月31日公表）において、食品関連事業
者による食品循環資源の再生利用等実施率の新たな目標値が設定されたところ。

食品資源食品資源食品資源食品資源のののの利用主体利用主体利用主体利用主体

食品廃棄物食品廃棄物食品廃棄物食品廃棄物のののの利用状況利用状況利用状況利用状況 （（（（概念図概念図概念図概念図））））

食品関連事業者食品関連事業者食品関連事業者食品関連事業者

・食品製造業
・食品卸売業
・食品小売業
・外食産業

一一一一 般般般般 家家家家 庭庭庭庭

有有有有 価価価価 物物物物

約約約約876876876876万万万万㌧㌧㌧㌧

事業系廃棄物事業系廃棄物事業系廃棄物事業系廃棄物

約約約約819819819819万万万万㌧㌧㌧㌧

家庭系廃棄物家庭系廃棄物家庭系廃棄物家庭系廃棄物

約約約約885885885885万万万万㌧㌧㌧㌧ うちうちうちうち約約約約55555555万万万万㌧㌧㌧㌧
（（（（利用率利用率利用率利用率：：：：約約約約6666％）％）％）％）

うちうちうちうち約約約約363363363363万万万万㌧㌧㌧㌧
（（（（利用率利用率利用率利用率：：：：約約約約44444444％）％）％）％）

約約約約1,7031,7031,7031,703万万万万㌧㌧㌧㌧ うちうちうちうち約約約約418418418418万万万万㌧㌧㌧㌧
（（（（利用率利用率利用率利用率：：：：約約約約25252525％％％％））））

廃棄物処理法廃棄物処理法廃棄物処理法廃棄物処理法におけるにおけるにおけるにおける食品廃棄物食品廃棄物食品廃棄物食品廃棄物

再生利用再生利用再生利用再生利用

食用仕向量食用仕向量食用仕向量食用仕向量

約約約約8,5008,5008,5008,500万万万万㌧㌧㌧㌧

食品食品食品食品リサイクルリサイクルリサイクルリサイクル法法法法におけるにおけるにおけるにおける食品廃棄物等食品廃棄物等食品廃棄物等食品廃棄物等 ○食品関連事業者が排出する食品由来の
廃棄物等のうち約85％で再生利用等を
実施（発生抑制や減量を含む）。

○発生量は食品製造業が約８割。

○食品流通の川下になるほど分別が難しく
なり、再生利用等実施率が低下。

食品製造業 約95％ → 目標95％
食品卸売業 約58％ → 目標70％
食品小売業 約45％ → 目標55％
外食産業業 約25％ → 目標50％

平成27年7月に公表された「食品循環資源の再
生利用等の促進に関する基本方針」において、
食品関連事業者による食品循環資源の再生利
用等実施率の新たな目標値が設定されている。

食品製造業
83％

食品卸売業
1％

食品小売業
6％

外食産業
10％

（現行計画における2020年の目標値：約40％）
出典：農林水産省HP
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基本計画基本計画基本計画基本計画
・「・「・「・「家庭での廃棄物の利用率向上家庭での廃棄物の利用率向上家庭での廃棄物の利用率向上家庭での廃棄物の利用率向上 が鍵が鍵が鍵が鍵となるが引き続きとなるが引き続きとなるが引き続きとなるが引き続き

地域の実情に応じて飼料や肥料等への再生利用を地域の実情に応じて飼料や肥料等への再生利用を地域の実情に応じて飼料や肥料等への再生利用を地域の実情に応じて飼料や肥料等への再生利用を
推進する推進する推進する推進する こととしこととしこととしこととし再生利用が困難なものはメタン発酵ガス再生利用が困難なものはメタン発酵ガス再生利用が困難なものはメタン発酵ガス再生利用が困難なものはメタン発酵ガス
等による高度エネルギー利用を促進する」としている等による高度エネルギー利用を促進する」としている等による高度エネルギー利用を促進する」としている等による高度エネルギー利用を促進する」としている

議論議論議論議論
・事業系の食品廃棄物の利用率は高い・事業系の食品廃棄物の利用率は高い・事業系の食品廃棄物の利用率は高い・事業系の食品廃棄物の利用率は高い
・質が均一で量が多く発生場所が固定・質が均一で量が多く発生場所が固定・質が均一で量が多く発生場所が固定・質が均一で量が多く発生場所が固定
・家庭系の利用率が・家庭系の利用率が・家庭系の利用率が・家庭系の利用率が6％と極めて低い％と極めて低い％と極めて低い％と極めて低い
・発生場所が広範囲で発生場所ごとの発生量が少ない・発生場所が広範囲で発生場所ごとの発生量が少ない・発生場所が広範囲で発生場所ごとの発生量が少ない・発生場所が広範囲で発生場所ごとの発生量が少ない
・ディスポーザーで集められないのか？・ディスポーザーで集められないのか？・ディスポーザーで集められないのか？・ディスポーザーで集められないのか？

食品廃棄物の分析食品廃棄物の分析食品廃棄物の分析食品廃棄物の分析

＊温暖化対策などのためにバイオマス利用が国をあげて＊温暖化対策などのためにバイオマス利用が国をあげて＊温暖化対策などのためにバイオマス利用が国をあげて＊温暖化対策などのためにバイオマス利用が国をあげて
取り組まれている取り組まれている取り組まれている取り組まれている

＊その中で利用が進んでいないバイオマスは＊その中で利用が進んでいないバイオマスは＊その中で利用が進んでいないバイオマスは＊その中で利用が進んでいないバイオマスは
①①①① 食品廃棄物食品廃棄物食品廃棄物食品廃棄物(23%)(23%)(23%)(23%) ②②②② 農作物非食用部農作物非食用部農作物非食用部農作物非食用部(33%)(33%)(33%)(33%)
③③③③ 林地残材林地残材林地残材林地残材(6%)(6%)(6%)(6%) ④紙（未利用量④紙（未利用量④紙（未利用量④紙（未利用量194194194194万トン）万トン）万トン）万トン）

しかししかししかししかし
＊②と③は、収集に膨大なエネルギーとコストが必要②と③は、収集に膨大なエネルギーとコストが必要②と③は、収集に膨大なエネルギーとコストが必要②と③は、収集に膨大なエネルギーとコストが必要
＊①は、ディスポーザーと下水道で効率的に収集し＊①は、ディスポーザーと下水道で効率的に収集し＊①は、ディスポーザーと下水道で効率的に収集し＊①は、ディスポーザーと下水道で効率的に収集し

有効利用の可能性がある有効利用の可能性がある有効利用の可能性がある有効利用の可能性がある

⇒⇒⇒⇒DP＋下水道の組み合わせは、広く薄く存在、水分を＋下水道の組み合わせは、広く薄く存在、水分を＋下水道の組み合わせは、広く薄く存在、水分を＋下水道の組み合わせは、広く薄く存在、水分を
含み分解し易いというデメリットがメリットに転換含み分解し易いというデメリットがメリットに転換含み分解し易いというデメリットがメリットに転換含み分解し易いというデメリットがメリットに転換

⇒⇒⇒⇒更に、紙ごみへの移行水分が減少し燃料価値が向上更に、紙ごみへの移行水分が減少し燃料価値が向上更に、紙ごみへの移行水分が減少し燃料価値が向上更に、紙ごみへの移行水分が減少し燃料価値が向上

バイオマス事業の展望バイオマス事業の展望バイオマス事業の展望バイオマス事業の展望
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地域貢献への参加地域貢献への参加地域貢献への参加地域貢献への参加

これからの取り組みこれからの取り組みこれからの取り組みこれからの取り組み

⼩さい頃〜
18歳まで

施設を出ると・・・

私達の夢私達の夢私達の夢私達の夢

児童発達支援事業所児童発達支援事業所児童発達支援事業所児童発達支援事業所

循環型農業循環型農業循環型農業循環型農業
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若きアスリートの引退若きアスリートの引退若きアスリートの引退若きアスリートの引退⇒⇒⇒⇒地域のために貢献して欲しい地域のために貢献して欲しい地域のために貢献して欲しい地域のために貢献して欲しい

共同研究
チーム

・施用方法の検討
・試験栽培
・肥料登録

自治体

プラント
メーカー

農業法人

⽇⼤
生産工学部

介護・福祉施設

⽇⼤

⽇⼤土産
として配布

消費者

・プロジェクト提案
・チーム編成
・「じゅんかん育ち」にエントリー

有機農産物の購入

農家

コンポスト販売

有機農産物の
販売

・有機農産物の
販売支援

コンポスト販売
連携

引退アスリート・移住者
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基本姿勢基本姿勢基本姿勢基本姿勢
・利用されていないバイオマスの利用には・利用されていないバイオマスの利用には・利用されていないバイオマスの利用には・利用されていないバイオマスの利用には

手間とお金が必要手間とお金が必要手間とお金が必要手間とお金が必要
・情熱が原点・情熱が原点・情熱が原点・情熱が原点

市場調査の必要性市場調査の必要性市場調査の必要性市場調査の必要性
・産業として自立するためには未利用量や・産業として自立するためには未利用量や・産業として自立するためには未利用量や・産業として自立するためには未利用量や

収益性の適切な調査が必要収益性の適切な調査が必要収益性の適切な調査が必要収益性の適切な調査が必要
連携連携連携連携

・他分野との連携が効率的・他分野との連携が効率的・他分野との連携が効率的・他分野との連携が効率的

まとめまとめまとめまとめ
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講演２ 

「 バイオマス発電事業におけるファイナンスのポイント 」 

 

 

三井住友ファイナンス＆リース株式会社 環境エネルギー事業本部  

 環境エネルギー開発部 部長 浅井 淳史 氏 
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18,800  

19,900  

12,200  

16,400  
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事例報告１：バイオガス部門 

「 愛知県大府市の取組み 」 

 

 

愛知県 大府市 市民協働部 環境課 

課長 久野 幸裕 氏 

平成２５年度バイオマス産業都市選定地域） 
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平成平成平成平成２９２９２９２９年度年度年度年度

バイオマスバイオマスバイオマスバイオマス産業都市推進シンポジウム産業都市推進シンポジウム産業都市推進シンポジウム産業都市推進シンポジウム

バイオガス部門バイオガス部門バイオガス部門バイオガス部門

愛知県大府市の取組み

２２２２月月月月２６２６２６２６日日日日((((火火火火)))) 三井住友銀行本店ビル三井住友銀行本店ビル三井住友銀行本店ビル三井住友銀行本店ビル ３Ｆ３Ｆ３Ｆ３Ｆ 大ホール大ホール大ホール大ホール

大府市大府市大府市大府市 市民協働部市民協働部市民協働部市民協働部 環境課環境課環境課環境課 久野幸裕久野幸裕久野幸裕久野幸裕

0562-45-6223 kankyo@city.obu.lg.jp

1
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大府市

3

伊勢湾岸自動車道伊勢湾岸自動車道伊勢湾岸自動車道伊勢湾岸自動車道
（第２東名）（第２東名）（第２東名）（第２東名）

知多半島道路知多半島道路知多半島道路知多半島道路

ＪＲ東海道本線ＪＲ東海道本線ＪＲ東海道本線ＪＲ東海道本線

新快速で名古屋駅から
大府駅まで約14分

4

大府市の人口推移

平成２９年1２月末現在

人口人口人口人口 ９１，９１３人９１，９１３人９１，９１３人９１，９１３人
世帯 ３８，３８３世帯

名古屋隣接・交通至便・・・・名古屋隣接・交通至便・・・・名古屋隣接・交通至便・・・・名古屋隣接・交通至便・・・・

毎年毎年毎年毎年人口が約人口が約人口が約人口が約1,0001,0001,0001,000人人人人ずつずつずつずつ増加して増加して増加して増加して
おり、人口おり、人口おり、人口おり、人口が９万人を突破が９万人を突破が９万人を突破が９万人を突破
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健康都市健康都市健康都市健康都市おおぶおおぶおおぶおおぶ
ＷＨＯ健康都市

バイオマス産業都市

地域資源げんきの郷
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地域資源あいち健康プラザ

地域資源国立長寿医療研究センター

48



あいち賞にあいち小児保健医療総合センター

あいち健康の森 公園
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至学館大学
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大府市

オリンピックメダル１９個 !!

金メダル １４個
吉田秀彦（1992バルセロナ）

谷本歩実（2004アテネ 2008北京）

吉田沙保里（2004アテネ 2008北京 2012ロンドン）

伊調馨（2004アテネ 2008北京 2012ロンドン 2016リオデジャネイロ）

小原日登美（2012ロンドン）

登坂絵莉（2016リオデジャネイロ）

川井梨紗子（2016リオデジャネイロ）

土性沙羅（2016リオデジャネイロ）

銀メダル ４個
谷佳知（1996アトランタ）

伊調千春（2004アテネ 2008北京）

吉田沙保里（2016リオデジャネイロ）

銅メダル １個
近藤亜美（2016リオデジャネイロ）

金メダルのまち
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環境省小型家電認定グループ３３企業
＋

賛同自治体１２６自治体/400依頼

２０１７年１月
東京オリンピック・パラリンピック大会組織委員会

審査会 プレゼンテーション

1,213市区町村＋46道府県
（2017年12月末）
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柔道の谷本です。柔道の谷本です。柔道の谷本です。柔道の谷本です。

「都市鉱山からつくる、みんなのメダルプロジェクト」選考の際は、「都市鉱山からつくる、みんなのメダルプロジェクト」選考の際は、「都市鉱山からつくる、みんなのメダルプロジェクト」選考の際は、「都市鉱山からつくる、みんなのメダルプロジェクト」選考の際は、

組織委員会審査委員ということで、ご配慮をいただきありがとうございました。組織委員会審査委員ということで、ご配慮をいただきありがとうございました。組織委員会審査委員ということで、ご配慮をいただきありがとうございました。組織委員会審査委員ということで、ご配慮をいただきありがとうございました。

大府市の素晴しい取り組みとアイディアが大府市の素晴しい取り組みとアイディアが大府市の素晴しい取り組みとアイディアが大府市の素晴しい取り組みとアイディアが

２０２０オリンピック・パラリンピックの２０２０オリンピック・パラリンピックの２０２０オリンピック・パラリンピックの２０２０オリンピック・パラリンピックの

大きなプロジェクトとして大きなプロジェクトとして大きなプロジェクトとして大きなプロジェクトとして

日本国内だけでなく日本国内だけでなく日本国内だけでなく日本国内だけでなく

世界中を動かしています事、世界中を動かしています事、世界中を動かしています事、世界中を動かしています事、

大変嬉しく思っております。大変嬉しく思っております。大変嬉しく思っております。大変嬉しく思っております。

谷本谷本谷本谷本 歩実歩実歩実歩実
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バイオマス産業都市構想について

21

22

バイオマス産業都市について
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バイオマス産業都市構想策定の背景

① バイオマス資源供給先及びエネルギー需要先の確保、施
設建設や運営に対するコスト・採算性など克服すべき課題
が多く、市単独で進めることはリスクが大きかった。

② 本市において長年にわたり廃棄物の収集運搬・処分の実
績があるオオブユニティ（株）から市内にバイオガス発電施
設を建設したいとの提案があった。

③ 国においてバイオマス利活用の機運が高まり、バイオマス
産業都市づくりを積極的に推進していた。

④ 国の補助事業及び民間の運営ノウハウを活用することによ
り、施設建設・運営において本市の財政的援助の必要がな
かった。

23

大府市バイオマス産業都市構想の概要①

24
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大府市バイオマス産業都市構想の概要②
事業実施体制

25

大府市バイオマス産業都市構想の概要③

バイオマス原料の調達 周辺自治体との連携

26
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バイオガス発電施設について

27

バイオガス発電施設位置図

28
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バイオガス発電施設の概要

施設名（会社名）施設名（会社名）施設名（会社名）施設名（会社名） 横根バイオガス発電施設 （オオブユニティ株式会社）

所在地所在地所在地所在地 愛知県大府市横根町惣作２３６－１ ﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗﾝﾄ横根工場

処理方式処理方式処理方式処理方式 湿式中温メタン発酵

処理能力処理能力処理能力処理能力 ７０ ｔ ／日

発電出力発電出力発電出力発電出力 ６２５ｋＷ

発電量発電量発電量発電量 １５，０００ｋＷｈ／日 （一般家庭 約１，５００世帯分）

事業費事業費事業費事業費 約２５億円 （うち農水省補助金 約９億４千万円）

工事期間工事期間工事期間工事期間 平成２６年２月４日～平成２７年６月２８日

29

バイオガス発電施設 外観風景

30

バイオガス発電施設は、平成27年8月31日に供用（一般廃棄物の受入れ）開始しました。
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地元住民との調整

31

平成25年9月18日に大府市とオオブユニティ㈱で住民説明会を開催しました。説明会では、
浸水、地震、臭気に対する対策等について多くの質問がありました。

現在の課題

・一般廃棄物の処理 ２市２町の広域処理 （一部事務組合）

新ごみ焼却施設建設中（平成３１年完成）多額な建設費

建設物価高騰＋環境問題、処理200ｔ/日設定、構成市町

のごみ減量化、有料化など

→ 新ごみ焼却施設の計画中、600ｔ/年をバイオマスへ

→ 事業系のごみの引き取り金額の違い

→ 家庭系生ごみにおいて、収集方法の検討と市民の負担

・大府市だけのバイオマス資源供給は・・・

市内の地域バイオマス賦存量、利用率（量）も少ない

→ 既に搬入している事業所も切り替えにも費用が発生

32
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課題解決に向けて

①①①① 食品廃棄物等の原料収集が当初の計画どおりに進んでいない場合、大府市と食品廃棄物等の原料収集が当初の計画どおりに進んでいない場合、大府市と食品廃棄物等の原料収集が当初の計画どおりに進んでいない場合、大府市と食品廃棄物等の原料収集が当初の計画どおりに進んでいない場合、大府市と
オオブユニティ（株）が協力して、オオブユニティ（株）が協力して、オオブユニティ（株）が協力して、オオブユニティ（株）が協力して、市内及び他市町や食品関連事業者に原料供市内及び他市町や食品関連事業者に原料供市内及び他市町や食品関連事業者に原料供市内及び他市町や食品関連事業者に原料供
給の働きかけ給の働きかけ給の働きかけ給の働きかけを行う。を行う。を行う。を行う。

・市内保育園、小中学校の給食残渣の搬入（Ｈ２９年度実施）・市内保育園、小中学校の給食残渣の搬入（Ｈ２９年度実施）・市内保育園、小中学校の給食残渣の搬入（Ｈ２９年度実施）・市内保育園、小中学校の給食残渣の搬入（Ｈ２９年度実施）

・事業系のごみ搬入金額を同程度の額に（Ｈ３１年度実施予定）・事業系のごみ搬入金額を同程度の額に（Ｈ３１年度実施予定）・事業系のごみ搬入金額を同程度の額に（Ｈ３１年度実施予定）・事業系のごみ搬入金額を同程度の額に（Ｈ３１年度実施予定）

・家庭系生ごみの搬入（Ｈ３１年度モデル地域指定予定）・家庭系生ごみの搬入（Ｈ３１年度モデル地域指定予定）・家庭系生ごみの搬入（Ｈ３１年度モデル地域指定予定）・家庭系生ごみの搬入（Ｈ３１年度モデル地域指定予定）

・・・・食品リサイクル法の再生利用値食品リサイクル法の再生利用値食品リサイクル法の再生利用値食品リサイクル法の再生利用値

②②②② 生産される堆肥について、市民に無料配布することで、バイオマスの見える化を生産される堆肥について、市民に無料配布することで、バイオマスの見える化を生産される堆肥について、市民に無料配布することで、バイオマスの見える化を生産される堆肥について、市民に無料配布することで、バイオマスの見える化を

図ることや図ることや図ることや図ることや農家の利用が可能になるよう施肥効果等の情報提供を行い、利用農家の利用が可能になるよう施肥効果等の情報提供を行い、利用農家の利用が可能になるよう施肥効果等の情報提供を行い、利用農家の利用が可能になるよう施肥効果等の情報提供を行い、利用

の働きかけを行う。の働きかけを行う。の働きかけを行う。の働きかけを行う。 固体燃料化固体燃料化固体燃料化固体燃料化も実施する。も実施する。も実施する。も実施する。

③③③③ 環境教育のため環境教育のため環境教育のため環境教育のため、小中学生や市民への、小中学生や市民への、小中学生や市民への、小中学生や市民への施設見学会を開催。施設見学会を開催。施設見学会を開催。施設見学会を開催。

④④④④ 知多半島及び知多半島及び知多半島及び知多半島及び周辺のバイオマス関連施設との連携周辺のバイオマス関連施設との連携周辺のバイオマス関連施設との連携周辺のバイオマス関連施設との連携、情報交換・、情報交換・、情報交換・、情報交換・環境観光などの環境観光などの環境観光などの環境観光などの

新たな取組み新たな取組み新たな取組み新たな取組みを検討。を検討。を検討。を検討。

33

生ごみの分類

34

生ごみの分類
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平成27年7月基本方針 (食料産業局バイオマス
循環資源課食品産業環境対策室)

業種別の目標

基本方針の実施率目標

食品製造業 85% → 95%

食品卸売業 70% → 70%

食品小売業 45% → 55%

外食産業 40% → 50%
35

食品廃棄物等の再生利用等の目標について

36

バイオガス発電って？ 親子バイオマスツアー
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37

パッカー車も操作できる！ 親子バイオマスツアー

38

横根バイオガス発電施設横根バイオガス発電施設横根バイオガス発電施設横根バイオガス発電施設
ﾒﾀﾝ発酵・ｵｵﾌﾞﾕﾆﾃｨﾒﾀﾝ発酵・ｵｵﾌﾞﾕﾆﾃｨﾒﾀﾝ発酵・ｵｵﾌﾞﾕﾆﾃｨﾒﾀﾝ発酵・ｵｵﾌﾞﾕﾆﾃｨ

平成平成平成平成27272727年度より稼働年度より稼働年度より稼働年度より稼働
平成平成平成平成30303030年発電開始年発電開始年発電開始年発電開始

ﾊﾞｲｵｶﾞｽ発電所・植物工場
メタン発酵・八洲建設
（平成32年度稼働予定）

半田バイオマス発電所
木質系・サミットエナジー
（平成29年度稼働）

ﾊﾞｲｵｶﾞｽ発電所
メタン発酵・ＡＲＣ（計画）

メガソーラー
知多美浜太陽光発電所
平成27年度稼働

イビデン 高浜
水上フロート式太陽光発電

平成28年稼働

知多半島 再生可能エネルギー施設

半田バイオマス発電所
木質系・中部電力Ｇ
（平成31年度稼働）
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• 視察、見学のご要望は、大府市環境課まで

大府市役所 環境課 Kankyo@city.obu.lg.jp

• 平成２７年度９月～ 65団体 566名
ＮＰＯエコロジーオンライン・浜松市・幸田町・刈谷市・名古屋大学

・名古屋工業大学・愛工大・大垣共立総研など

・ 平成２８年度 99団体 928名
多摩ニュータウン組合議会・山形県長井市議会・地球環境戦略研究機関など

• 平成29年度 68団体 425名
イオン・雪印・日清オイリオ・銀行など

39

横根バイオマス発電施設

You do not inherit the earth from your ancestors;

you borrow it from your children.

「地球は先祖から受け継いでいるのではない、「地球は先祖から受け継いでいるのではない、「地球は先祖から受け継いでいるのではない、「地球は先祖から受け継いでいるのではない、

子どもたちから借りたものだ。」子どもたちから借りたものだ。」子どもたちから借りたものだ。」子どもたちから借りたものだ。」

アントワーヌ・ド・サン＝テグジュペリアントワーヌ・ド・サン＝テグジュペリアントワーヌ・ド・サン＝テグジュペリアントワーヌ・ド・サン＝テグジュペリ
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事例報告２：木質バイオマス部門 

「 エネルギーの地産地活が、地域を成す。 」 

 

 

群馬県 上野村 

     村長 黒澤 八郎 氏 

平成２９年度バイオマス産業都市選定地域） 
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1

ここは群馬の上野村上野村上野村上野村

平成２９年度平成２９年度平成２９年度平成２９年度 バイオマス産業都市推進シンポジウム

事 例 報 告 資 料

「エネルギーの地産地活が、地域を成す。」「エネルギーの地産地活が、地域を成す。」「エネルギーの地産地活が、地域を成す。」「エネルギーの地産地活が、地域を成す。」

２０１８２０１８２０１８２０１８．．．．２２２２．．．．６６６６ バイオマス産業都市・群馬県上野村

歴史歴史歴史歴史・・・・沿革沿革沿革沿革
上野村上野村上野村上野村はははは、、、、群馬県群馬県群馬県群馬県のののの最西南端最西南端最西南端最西南端にににに位置位置位置位置しししし、、、、長野県長野県長野県長野県、、、、埼玉県埼玉県埼玉県埼玉県
にににに隣接隣接隣接隣接していますしていますしていますしています。。。。面積面積面積面積のののの95959595％％％％以上以上以上以上がががが森林森林森林森林でででで、、、、手手手手つかずつかずつかずつかず
のののの大自然大自然大自然大自然がががが残残残残るるるる緑豊緑豊緑豊緑豊かなかなかなかな森森森森のののの郷郷郷郷ですですですです。。。。
村内村内村内村内にはにはにはには、、、、関東一関東一関東一関東一のののの清流清流清流清流「「「「神流川神流川神流川神流川」」」」がががが流流流流れておりれておりれておりれており、、、、そのそのそのその

源流域源流域源流域源流域はははは平成平成平成平成のののの名水百選名水百選名水百選名水百選（（（（環境省指定環境省指定環境省指定環境省指定））））にもにもにもにも選定選定選定選定されましされましされましされまし
たたたた。。。。
人口人口人口人口はははは1223122312231223人人人人(H30.1.1(H30.1.1(H30.1.1(H30.1.1））））ですがですがですがですが、、、、そのうちそのうちそのうちそのうち21212121％％％％のののの253253253253名名名名

ががががＩＩＩＩターンターンターンターン者者者者ですですですです。。。。それらのそれらのそれらのそれらのＩＩＩＩターンターンターンターン者者者者がががが、、、、村村村村づくりのづくりのづくりのづくりの
様々様々様々様々なななな場面場面場面場面でででで活躍活躍活躍活躍していますしていますしていますしています。。。。 ※※※※ＩＩＩＩターンターンターンターン者者者者：：：：平成元年以降平成元年以降平成元年以降平成元年以降のののの移住者移住者移住者移住者

ここは群馬の上野村上野村上野村上野村

2
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歴史歴史歴史歴史・・・・沿革沿革沿革沿革
かってかってかってかって上野村上野村上野村上野村はははは、、、、江戸幕府江戸幕府江戸幕府江戸幕府のののの天領天領天領天領でありでありでありであり、、、、鷹狩鷹狩鷹狩鷹狩りりりり用用用用のののの鷹鷹鷹鷹をををを将軍家将軍家将軍家将軍家へへへへ献上献上献上献上しししし、、、、またまたまたまた、、、、
御林守御林守御林守御林守（（（（おはやしもりおはやしもりおはやしもりおはやしもり））））としてとしてとしてとして、、、、森森森森がががが育育育育むむむむ自然自然自然自然をををを守守守守りりりり継継継継いできましたいできましたいできましたいできました。。。。
昭和昭和昭和昭和３０３０３０３０年代年代年代年代はははは最大最大最大最大５５５５，，，，００００００００００００人人人人のののの人口人口人口人口をををを有有有有しししし、、、、蒟蒻生産蒟蒻生産蒟蒻生産蒟蒻生産などなどなどなど農林業農林業農林業農林業もももも盛盛盛盛んでありまんでありまんでありまんでありま
したがしたがしたがしたが、、、、高度経済成長期以降高度経済成長期以降高度経済成長期以降高度経済成長期以降、、、、過疎化過疎化過疎化過疎化がががが進進進進みみみみ､､､､村村村村をををを取取取取りりりり巻巻巻巻くくくく状況状況状況状況はははは大変厳大変厳大変厳大変厳しいものとしいものとしいものとしいものと
なりましたなりましたなりましたなりました。。。。
しかししかししかししかし、、、、人口減少人口減少人口減少人口減少がががが進進進進むむむむ中中中中でもでもでもでも、、、、積極進取積極進取積極進取積極進取にににに村村村村のののの振興振興振興振興にににに取取取取りりりり組組組組んでまいりましたんでまいりましたんでまいりましたんでまいりました。。。。
このこのこのこの上野村上野村上野村上野村のののの名前名前名前名前をををを全国全国全国全国にににに知知知知らしめたのがらしめたのがらしめたのがらしめたのが、、、、昭和昭和昭和昭和６０６０６０６０年年年年にににに起起起起きたきたきたきた日航日航日航日航ジャンボジャンボジャンボジャンボ機墜機墜機墜機墜
落事故落事故落事故落事故ですですですです。。。。
上野村民上野村民上野村民上野村民はははは、、、、事故事故事故事故のののの凄凄凄凄まじさとごまじさとごまじさとごまじさとご遺族遺族遺族遺族のののの悲悲悲悲しみをしみをしみをしみを目目目目のののの当当当当たりにしたりにしたりにしたりにし、、、、御遭難者御遭難者御遭難者御遭難者のののの御霊御霊御霊御霊
をををを祀祀祀祀ることをることをることをることを使命使命使命使命としてとしてとしてとして、、、、今今今今もももも慰霊行事慰霊行事慰霊行事慰霊行事をををを続続続続けていますけていますけていますけています。。。。

ここは群馬の上野村上野村上野村上野村

御林守であった黒澤家住宅

3

日航機事故御遭難者の慰霊塔

産業振興・雇用の創出

ここは群馬の上野村上野村上野村上野村

地場産業の

育成

•産業情報産業情報産業情報産業情報センターセンターセンターセンター設立設立設立設立

•上野上野上野上野のののの総合力強化総合力強化総合力強化総合力強化

自立した

経営

• きのこセンターきのこセンターきのこセンターきのこセンター民営化民営化民営化民営化

•六次産業化事業体育成六次産業化事業体育成六次産業化事業体育成六次産業化事業体育成

上野村一家

• きのこセンターきのこセンターきのこセンターきのこセンター規模拡大規模拡大規模拡大規模拡大
（（（（年間年間年間年間５００５００５００５００ｔｔｔｔのののの椎茸生産椎茸生産椎茸生産椎茸生産））））

•六次産業化六次産業化六次産業化六次産業化のののの推進推進推進推進
森林整備

森林保全

•バイオマスバイオマスバイオマスバイオマス発電発電発電発電

•バイオマスボイラーバイオマスボイラーバイオマスボイラーバイオマスボイラー

• エネルギーのエネルギーのエネルギーのエネルギーの地産地活地産地活地産地活地産地活

林業の

六次産業化

•木質木質木質木質ペレットペレットペレットペレット工場工場工場工場

•木材加工施設木材加工施設木材加工施設木材加工施設

村内循環型
の経済

•搬出間伐搬出間伐搬出間伐搬出間伐のののの促進促進促進促進

•広葉樹広葉樹広葉樹広葉樹のののの活用活用活用活用

•製材所製材所製材所製材所のののの整備整備整備整備

交流人口
増加対策

稼ぎ出す力の増強 資源の活用・地産地消

連携定住促進
子育て支援

地域内循環型経済による持続する地域コミュニティ
4
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エネルギーの地産地活が、雇用を生み、経済が巡る。エネルギーの地産地活が、雇用を生み、経済が巡る。エネルギーの地産地活が、雇用を生み、経済が巡る。エネルギーの地産地活が、雇用を生み、経済が巡る。

森林整備

市場出荷市場出荷市場出荷市場出荷 エネルギーの地活エネルギーの地活エネルギーの地活エネルギーの地活

きのこセンター

オガ粉工場 ペレット工場

地元産オガ粉の供給地元産オガ粉の供給地元産オガ粉の供給地元産オガ粉の供給

ペレットストーブペレットストーブペレットストーブペレットストーブ

バイオマスバイオマスバイオマスバイオマス
ボイラーボイラーボイラーボイラー

針葉樹・広葉樹の活用

森林組合が住宅材に加工森林組合が住宅材に加工森林組合が住宅材に加工森林組合が住宅材に加工

一般家庭一般家庭一般家庭一般家庭

ホテル・温泉ホテル・温泉ホテル・温泉ホテル・温泉

農業用ハウス・福祉施設暖房農業用ハウス・福祉施設暖房農業用ハウス・福祉施設暖房農業用ハウス・福祉施設暖房

ペレットボイラーペレットボイラーペレットボイラーペレットボイラー

エネルギーの地産エネルギーの地産エネルギーの地産エネルギーの地産

バイオマス発電

ペレットの供給ペレットの供給ペレットの供給ペレットの供給

ペレット燃焼発電ペレット燃焼発電ペレット燃焼発電ペレット燃焼発電

きのこセンターへ電力供給きのこセンターへ電力供給きのこセンターへ電力供給きのこセンターへ電力供給

きのこセンターへ熱供給（空調利用）きのこセンターへ熱供給（空調利用）きのこセンターへ熱供給（空調利用）きのこセンターへ熱供給（空調利用）

廃菌床のエネルギー利用廃菌床のエネルギー利用廃菌床のエネルギー利用廃菌床のエネルギー利用

エネルギーの地産エネルギーの地産エネルギーの地産エネルギーの地産森林資源の地活森林資源の地活森林資源の地活森林資源の地活

作業道・路網整備等作業道・路網整備等作業道・路網整備等作業道・路網整備等

原木の供給原木の供給原木の供給原木の供給

１８０ｋｗ規模１８０ｋｗ規模１８０ｋｗ規模１８０ｋｗ規模

木工品材料木工品材料木工品材料木工品材料

林家の収入林家の収入林家の収入林家の収入

木材代金の還元木材代金の還元木材代金の還元木材代金の還元

元気な林家元気な林家元気な林家元気な林家
美しい森林美しい森林美しい森林美しい森林

※※※※広葉樹林の広葉樹林の広葉樹林の広葉樹林の2５年サイクルでの再生利用での再生利用での再生利用での再生利用

国土保全

木炭センター 選別した原木選別した原木選別した原木選別した原木

燃料炭・土壌改良材の生産燃料炭・土壌改良材の生産燃料炭・土壌改良材の生産燃料炭・土壌改良材の生産

畑地畑地畑地畑地

還元還元還元還元

木工業

木材市場

森林組合製材所
伐採・搬出・運搬伐採・搬出・運搬伐採・搬出・運搬伐採・搬出・運搬

原木の伐採、搬出経費について、
公的な補填制度があれば、この循環
において、全ての事業の採算性が向
上し、もって林業の再生が可能となる。
特に、伐採、搬出が困難な広葉樹の
補助制度の拡充が切実な願いである。

6
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木質ペレット製造工場
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電力会社電力会社電力会社電力会社

不
足
電
力
受
電

余
剰
電
力
売
電

ペレット供給
（発電用）

農業用ハウス農業用ハウス農業用ハウス農業用ハウス

○○商店○○商店○○商店○○商店

電力供給

廃熱供給

共同浴場共同浴場共同浴場共同浴場

小規模バイオマス小規模バイオマス小規模バイオマス小規模バイオマス
発電施設発電施設発電施設発電施設

ペレットストーブペレットストーブペレットストーブペレットストーブ

ペレット供給（家庭用）

木質ペレット生産施設木質ペレット生産施設木質ペレット生産施設木質ペレット生産施設

林 家

防犯灯防犯灯防犯灯防犯灯

電気自動車電気自動車電気自動車電気自動車 /

充電器充電器充電器充電器

○○集会所○○集会所○○集会所○○集会所

バイオマス・コミュニティへの進化を目指して

森林整備

農林産物加工所農林産物加工所農林産物加工所農林産物加工所

農農農農 家家家家

原木供給

対 価

挑戦挑戦挑戦挑戦とととと自立自立自立自立のののの村村村村

上上上上野村は、スモールメリットを活かし野村は、スモールメリットを活かし野村は、スモールメリットを活かし野村は、スモールメリットを活かし
自立し持続する地域社会の構築を目指します。自立し持続する地域社会の構築を目指します。自立し持続する地域社会の構築を目指します。自立し持続する地域社会の構築を目指します。

森林の村から林業の村へ、新たなステージです。森林の村から林業の村へ、新たなステージです。森林の村から林業の村へ、新たなステージです。森林の村から林業の村へ、新たなステージです。

バイオマス産業としての認定は、大きな弾みとなりました。バイオマス産業としての認定は、大きな弾みとなりました。バイオマス産業としての認定は、大きな弾みとなりました。バイオマス産業としての認定は、大きな弾みとなりました。

バイオマス産業都市の挑戦が、全国に広がることを心より願います。バイオマス産業都市の挑戦が、全国に広がることを心より願います。バイオマス産業都市の挑戦が、全国に広がることを心より願います。バイオマス産業都市の挑戦が、全国に広がることを心より願います。

桃の節句の伝統行事 おひながゆ

10
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